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　　場産品を安定的、低価格で供給し、「地域活性
　　化」や「観光振興」につなげていこうと、6 月
27 日、町内のホテル、飲食店や観光関係者が集り、
洞 湖地場産品協同組合（長崎良夫代表）が設立
されました。
　同組合では、その第１弾として、花和地区（神
内ファーム）で育成されているあか毛和牛のブラ
ンド化を狙い、販売促進を行っています。同時に
洞 湖温泉街のホテルや飲食店でも特色あるあか
毛和牛の料理を提供し、観光客らにアピールして
います。
　洞 湖町のあか牛は、土佐県育ちの和牛で、4 種
類ほどあるあか毛の中でも非常に数が少なく、希
少価値のある肉です。肉質は脂がしつこくなく低
カロリーで、健康ビーフと呼ばれています。
　現在町内の入谷商店（温泉）、赤羽商店（温泉）、
グリーンステイ洞 湖（月浦）の３カ所で、スラ
イスパック 150 ㌘（600 円）と同 200 ㌘（700 円）
の2種類販売しています。
　詳しくは、産業課（☎74-3005）へ。
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